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二段階横断歩道の効果 
 横断距離が短縮される 
  道路を片側車線ずつ横断するため、１回の横断距離が短くなる。 

 安全確認が容易になる 
  歩行者は、片側車線の安全確認で横断できる。 

 横断する機会が増加する 
  交通島を経由することで、同時に両側車線の安全確認をする必要 
 がなくなる。 

 自動車の走行速度が遅くなる 
  車道上に設置した交通島が、自動車の運転者に圧迫感を与え、 
  横歩道付近を通過する自動車の走行速度を抑制する。 


